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各論：マウス・ラット・その他の小動物類 (問 題) 

それぞれの設問について、該当するものを選び、解答用紙の該当欄の○を鉛筆で黒く塗り 
つぶして下さい。 
 
〔問 題〕 
１．マウスの生物学的分類に関して、正しい記述はどれか。 

 １）哺乳動物目、げっ歯目科、ネズミ目、ハツカネズミ種に属し、学名は Mus musculus

である。 

２）哺乳動物科、げっ歯綱、ネズミ属、ハツカネズミ目に属し、学名は Mus musculus

である。 

３）哺乳動物属、げっ歯目科、ネズミ属、ハツカネズミ綱に属し、学名は Mus musculus

である。 

４）哺乳動物綱、げっ歯目、ネズミ科、ハツカネズミ属に属し、学名は Mus musculus

である。 

 

２．マウスの亜種に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）主に 3種類の亜種、M. m. domesticus、M. m. musculus、および M. m. castaneus

が存在する。 

２）アフリカ、アメリカおよびオーストラリアに生息する野生マウスは、ヨーロッパに

生息している M. m.castaneusが、人の移動に伴ってそれぞれへ移ったものと理解さ

れている。 

３）日本には従来、M. m. molossinusが独立した亜種として生息していると考えられて

いたが、M. m.castaneusと M. m.musculusの雑種であることが明らかになっている。 

４）マウスの亜種分化は共通祖先の M. m.domesticusを基に、おおよそ 10万年かけて

起こったと考えられている。 

 

３．129系に関する説明として、正しいのはどれか。 

１）Castleが、1928年にイギリスの愛玩マウス由来の有色系と、Dunn由来のチンチラ 

 を交配して作出したものが起源とされている。 

２）この系統は、101系と共通の起源を持つ。 

３）ほとんどの亜系統は、黒色で腹部に白斑を示す aw遺伝子を持つ。  

４）アグーチで p遺伝子（赤目で毛色を薄くする遺伝子で、アジアのマウス 

Mus musculusに由来する）を持つものもある。 
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４．129系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）卵巣性テラトーマが発生する亜系統がある。 

２）ノックアウトマウス作製のため、複数のフィーダー細胞株がこの系統から作られて

いる。 

３）129/SvJは、マイクロサテライトマーカーで他の亜系統と 25％違い、リコンビナン

トコンジェニックと解釈して、129cX/Svと呼ばれている。 

４）129/SvJは、マイクロサテライトマーカーで他の亜系統と 50％違い、リコンビナン

トコンジェニックと解釈して、129cX/Svと呼ばれている。 

 

５．A系の起源に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）1921年に Baggが、Cold Spring Harborの黒色マウスと、Strongが維持していた白

色マウスとの間で交配を開始した。 

２）1921年に Strongが、Cold Spring Harborの黒色マウスと、Baggが維持していた野

生色マウスとの間で交配を開始した。 

３）1927年に Strongから Bittner、1938年に Strongから Hestonへ、そして 1948年に

Jackson研究所へ渡ったのが A/Heの起源である。 

４）1928年に Strongから Cloudmanへ、そして 1947年に F73で Wistar研究所へ渡った

のが A/Jの起源である。 

 

６．A系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）乳がんの発生率は A/Heで低く、A/Jで中程度である。 

２）A/Heの肺がんの発生率は 80％である。 

３）口蓋裂の誘導が困難である。 

４）系統内での攻撃性が高い。 

 

７．AKRの起源に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）1928年から 1936年にかけて、Furthがニュージャージーの動物業者からマウスを

入手し、白血病低発系育成のための選抜を行ったのが起源である。 

２）Rhoadesが 9世代兄妹交配を行った後、Lynchが 21世代近親交配を行った。その後

1948年に Lynchから NIHへ渡ったのが AKR/Jの起源である。 

３）1949年、F132で Lynchから Cumberland Farmsへ移り、さらに Upton（1959年）、

Oak Ridge（1960年）を経由したものが AKR/Cumであり、CIBAを経由したものが AKR/Fu

である。 

４）AKR/Fuは白血病の発生率が低く、また電気泳動によるアイソザイムパターンが 

AKR/Jと異なっていることから、AKRの亜系とはみなされておらず、AKNKと系統名が

改められている。 
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８．AKR系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）リンパ系白血病が、95％以上の高率で発生する。 

２）無菌、SPF条件下での繁殖が悪く、普通の飼育環境で改善される。 

３）繁殖可能な期間が短いので、5カ月齢までに子をとるのが望ましい。 

４）系統内の攻撃性が低い。 

 

９．BALB/c系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）動脈硬化は、雌性でのみ見られる。 

２）腹背貫通膣中隔の発生が 38％（cJ）、0～8％（cAn等）認められる。 

３）細網内皮組織が、体重比で小さい。 

４）繁殖可能な期間が比較的短く（約 5ヵ月）、飼育繁殖が難しい。 

 

１０．C3H系の肝がん発生率に関して、正しい記述はどれか。 

１）14カ月齢のマウスの 58％（He）に認められる。 

２）C3HeB/Deでは、24カ月齢の未交配雌の 85％に認められる。 

３）繁殖雌で 30％、雄で 90％に発生する。 

４）雌で 10％、雄で 0％の系統（Biki）もある。 

 

１１．C3H系の特徴に関して、正しい記述はどれか。 

１）心臓石灰変性が、退役動物のほとんどで見られる（C3HeB/FeJ）。 

２）心臓石灰症が、未交配雌の 89％に見られる（He）。 

３）増殖性胞状結節の発生頻度が低い（Bi）。 

４）肝がん誘発剤に対して、非感受性である（BiRd）。 

 

１２．C3H系に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）C3HeB/FeJおよび C3HeB/Deは、いずれも C57BLの受精卵を C3Hに移入して得られ 

たものである。 

２）C3Hfは、帝王切開で取り出した C3Hを C57BL/6で哺育したもので、乳がんウイルス

が除かれている。 

３）C3H系は、Baggが 1913年に入手し維持していた白色マウスを基に、1923年から

MacDowellが近親交配を開始し、1932年 F26で Snellに渡り、以後多く使用されるよ

うになった。 

４）1920年に Strongは、Baggの黒色マウスの雌 1匹と、Littleが毛色テスト用として

いた DBA（ddbbaa）の雄 8個体とを交配し、ストックを作製したのが C3H系の起源で

ある。 
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１３．C57BL/6の起源に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）1921年、Heston は Lathropのストックの雌 57と雄 52を交配し、毛色について黒

とチョコレート色のサブラインを育成した。 

２）1937年に黒のラインは、さらに 3つのサブライン 6と 9と 10に分けられた。 

３）サブライン 6は 1947年に Jacksonへ渡り、C57BL/6として、またサブライン 9は

C57BL/9として育成された。 

４）C57BL/Ksは、H2ハプロタイプが C57BL/6（H2b）と異なり、H2dであることから別系

統とみなされる。 

 

１４．C57BL/6系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）不正咬合が 6週齢で 30％出現する（J）。 

２）心臓石灰症は、雄には全くみられない。 

３）離乳前後に、原因不明の脱毛が見られることがある。 

４）放射線照射後の乳がん（hepatoma）発生率が高くなる。 

 

１５．C57BL/10系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）C57BL/10ScSnは、主要組織適合抗原遺伝子（H2）のコンジェニック系統作製に際し

て、ホストとして使われている。 

２）行動が Jと ScSnでは全く同じである。 

３）水頭症、不正咬合が C57BL/6よりも高頻度に認められる（J）。 

４）リンパ腫は、雌のみに 3％発生する（J）。 

 

１６．CBA系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）下顎の第 2臼歯の欠失が、約 18％で見られる（Ca）。 

２）CBA/H-T6系統は、第 12染色体と第 13染色体の転座（T（12；13）6Ca）によって生

じた染色体 T6を持つ。 

３）CBA/Hとコンジェニックの関係にある。 

４）尿細管間質病変が、1～2カ月齢で 78％見られる（J）。 

 

１７．DBA/1系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）リッターサイズが大きい。 

２）離乳直前の子は飛び跳ねるので、扱いに注意が必要である。 

３）乳がんは、18カ月齢以上の未交配雌で高率に見られる（J）。 

４）肺がんが 8.4％（Y）出現する。 
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１８．DBA/2系の特徴として、正し記述はどれか。 

１）乳がんが雌で 66％、雄で 8％出現する（Ki）。 

２）Lymphomaは、雄のみに 10％くらい認められる。 

３）腎臓への石灰沈着が見られる。 

４）リッターサイズが大きく、育成率もよい。 

 

１９．下記の系統と起源および特徴の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 系統 起源および特徴 

１） ⅣCS ddマウスの亜系である ddYに由来し、4日周期の膣垢像が観察される。 

２） DDD/1 DDマウスに由来し、乳がんウイルスを保有しているが、その他のがん

の発生は少ない。 

３） DBA/1 Littleが、毛色テスト用に育成したストックに由来する亜系

（subline12）である。 

４） CBA Strongにより育成された CHストックに由来する。 

 

２０．KK系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）リッターサイズが 15～16匹と多い。 

２）繁殖寿命が長い（20～24カ月齢）。 

３）頚肋が 66％に見られる。 

４）肥満を伴わない、痩せ型糖尿病のモデル動物である。 

 

２１．NC系の特徴として、正しい記述はどれか。 

１）抗核抗体陽性率が、生後 120日目より 70％、12カ月齢以降 100％となる。 

２）腎炎、貧血等の SLE（全身性紅斑性狼そう：systemic lupus erythematosus）様の

症状を呈し、生後 1～2カ月頃に死亡することが多い。 

３）皮膚病になりにくい。 

４）皮膚病が発生すると妊娠率が低下する。 

 

２２．NZ系統の毛色の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 系  統 毛  色 

１） NZY 白斑チョコレート 

２） NZC 白斑チョコレート 

３） NZO チョコレート 

４） NZX 野生色 
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２３．NZB 系統の特徴として、正しいのはどれか。 

１）ヒトの自己免疫病の 1種である SLEの実験動物モデルとして、NZB（雌）と NZW（雄） 

 の F1が、NZBよりも適していることが知られている。 

２）自己免疫性溶血性黄疸が見られる。 

３）免疫複合体の沈着による、ヒトのループス腎炎に酷似した尿細管病変を主とする腎

病変が見られる。 

４）繁殖期間が短い（4カ月齢頃まで）、哺育が悪い等の理由から、系統維持は難しい。 

 

２４．RF系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）白血病が約 75％に出現する。 

２）糸球体硬化症が、加齢に伴い多くなる。 

３）メチルコラントレンを皮膚に塗っておくと、白血病の発生率が下がる。 

４）RFMは H2kで、RF/Jの H2fと異なる。 

 

２５．下記の系統と起源の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 系 統 起   源 

１） KK 埼玉県春日部地方で飼育されていた実験用マウスに由来しており、鈴木潔

が、1944年から 1948年の間に導入したマウスから育成した。 

２） NC いわゆるスイスマウスの general purpose stockが、その由来である。 

３） NZW Otago大学で飼育していたアルビノマウスの中から、近親交配が開始され

たもので、NZBに代表される Bielschowskyの NZ系統とは起源が異なる。 

４） RF ニシキネズミを基にして近交系の育成が開始され、1957年までに 5系統が

F20代に達したが、現在はこの系統だけが残っている。 

 

２６．B6C3F1の起源および特徴について、正しい記述はどれか。 

１）C57BL/6（B6）系統の雄と、C3H（C3）系統の雌との雑種第 1代（F1）である。 

２）F1個体は、C57BL/6（B6）系統と C3H（C3）系統の両系統の遺伝子を持つので、遺伝

的には不均一である。 

３）ストレスに弱く、リッターサイズも減る。 

４）F1同士の交配による F2世代は、両系統の遺伝子が分離してしまうので使えない。 

 

２７．下記の系統と起源の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 系 統 起   源 

１） CF1 CF1系統はスイスマウスに由来し、CFW系統と同じ由来を持つ。 

２） CFW スイスマウスに由来する CF1とは由来が異なる。 

３） dd 安東洪次がドイツから北里研究所に導入し、サルバルサン検定に使用して

いた。 

４） ICR Institute of Cancer Research（ Philadelphia） の Hauschka が 、

Swiss-Websterから選抜、育成した。 
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２８．ICR系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）自然死した個体の場合、雄の 5.4％、雌の 7.5％に肺の腺がん、リンパ性網内皮腫

瘍、血管腫、肝がん等が観察される。 

２）胎子の奇形発生率は 8.9％で、種類としては口蓋裂、早期開眼が多い。 

３）スイスマウス由来の近交系として SWR/J、SJL/J、NFS/N等がある。 

４）H2遺伝子座の多型は少ない。 

 

２９．ddY系及び ICR系の特徴として、正しいのはどれか。 

１）ddY系統のミトコンドリア DNAの酵素切断型は、domesticusタイプの個体のみであ

る。 

２）ddY系統の H2遺伝子座は H2pが多い。 

３）ICR系はおとなしく取り扱いやすい。また、発育が良く、繁殖も良好である。 

４）ICR以外の主なスイスマウスとして、Eppley-Swissおよび N:NIH（S）（NIH）が知ら

れているが、これらはすべて Lynchの Swissおよび Websterの Swiss-Websterマウス

とは別の起源である。 

 

３０．マウスに関する記述として、正しいのはどれか。 

１）体長は系統により多少異なるが、成熟時の平均で約 18cm、尾長は約 7cm、体重は 30g 

 前後である。 

２）耳介、指趾、尾部を含む体表が被毛でおおわれており、その毛色は系統ごとに特徴

があることから、遺伝的特性の指標として利用される。 

３）尾部の血管は太く、皮膚直下を走行し、肉眼で容易に確認出来るため、静脈注射や

採血および脈拍や血圧の測定に利用される。 

４）脊椎は頚椎 8、胸椎 13～15、腰椎 7～8、仙椎 5、尾椎 27～30で構成されている。 

 

３１．マウスに関する記述として、正しいのはどれか。 

１）皮膚は汗腺の発達が乏しく、温度調節に十分な配慮が必要である。 

２）皮膚は汗腺の発達が良いので、体温調節ができにくく、輸送時における高温暴露や

給水不足には注意しなければならない。 

３）歯式は、切歯 1/1、犬歯 1/1、前臼歯 1/1、後臼歯 3/3の合計 16本で、ラットの歯

式と同様である。 

４）歯は生涯にわたり生え換わることがない、一換性歯である。 
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３２．マウスの全身臓器の観察・摘出のための解剖手順として、正しいのはどれか。 

１）外貌観察→全身麻酔→開腹・全採血（後大静脈）→正中線上で皮膚切開→開胸→呼

吸・心停止確認→臓器摘出開始 

２）外貌観察→全身麻酔→正中線上で皮膚切開→開腹・全採血（後大静脈）→開胸→呼

吸・心停止確認→臓器摘出開始 

３）外貌観察→全身麻酔→開腹・全採血（後大静脈）→呼吸・心停止確認→正中線上で

皮膚切開→開胸→臓器摘出開始 

４）外貌観察→全身麻酔→呼吸・心停止確認→開腹・全採血（後大静脈）→正中線上で

皮膚切開→開胸→臓器摘出開始 

 

３３．マウスの体腔外臓器に関する記述として、正しいのはどれか。 

 臓器名 臓器の説明 

１） 唾液腺 頚部の皮下に存在する組織で、顎下腺、舌下腺および耳下腺からな

り、顎下腺が最も大きい。 

２） 頚部リンパ節 舌下腺の上部に存在する、黄色円盤状の小さな組織である。 

３） 包皮腺 雌の膣開口部の皮下にある、灰白色の組織である。 

４） 陰核腺 雌の膣開口部の下にある赤褐色の組織で、包皮腺とも呼ばれる。 

 

３４． 回腸周囲の腸間膜中央付近に、米粒状に連なって存在する乳白色の組織は、下記の

うちどれか。 

１）膵臓 

２）脾臓 

３）腸間膜リンパ節 

４）腎臓 

 

３５．マウスの雄の生殖器系に関して、正しい記述はどれか。 

１）腹腔下部に乳白色の鋸歯形をした凝固腺と、その下部に付随して透明の精嚢が存在

する。 

２）交尾後膣内に観察されるプラグは、精嚢の分泌物である。 

３）精嚢の左右結合部に、灰白色の前立腺がある。 

４）精巣上体は精巣の外縁に位置し、精子の貯蔵と輸送を行っている。 
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３６．マウスの雌の生殖器系に関して、正しい記述はどれか。 

１）卵巣は左右 1対存在し、腹腔背側の腎臓直上に位置する。 

２）卵管は卵巣と子宮の間に位置し、卵巣から排卵された卵は、卵管内で精子と受精す

る。 

３）子宮は、左右 1対の管状の子宮がそれぞれ外子宮口として別々に膣に開口してお 

り、分裂子宮と呼ばれる。 

４）子宮は、左右 2対の管状の子宮がそれぞれ外子宮口として別々に膣に開口してお 

り、重複子宮と呼ばれる。 

 

３７．「ふくらはぎ」に相当するマウスの筋肉は、下記のうちどれか。 

１）大腿四頭筋 

２）ヒラメ筋 

３）腓腹筋 

４）大腿二頭筋 

 

３８．マウスの聴覚に関して、正しい記述はどれか。 

１）音に対する反応には、系統差がない。 

２）若齢の DBA/2は、低周波音に敏感に反応するが、発作を起こして死亡することはな

い。 

３）DBA/2、C57BL/6や BALB/cは聴覚障害の現れにくい系統である。 

４）聴原性痙攣の発現には、系統差が認められている。 

 

３９．マウスの社会的順位制に関する記述として、正しいのはどれか。 

１）第 1位の個体が他のすべてに対して優位に立ち、2位以下の個体間では、優劣関係

が直線型の社会形式をとる。 

２）同一ケージ内で数匹の雌マウスを飼育する時には、社会的順位形成のための激しい

闘争が、しばしば観察される。 

３）成熟期以前から同居していれば、雄どうしでも闘争しないものや、同居の時期にか

かわりなく闘争しないものがいる一方、雌雄 1：1の同居で闘争する場合もあり、専

ら遺伝的な背景が重要な要因となり、環境要因の関わりは少ない。 

４）マウスが縄張りを作ることも知られており、その場所に早くからいたものが、後か

らきた個体よりも強いといった先住効果が見られる。 

 

４０． マウスの環境要因による病気（事故）について、正しい記述はどれか。 

１）騒音により、ほとんどの系統のマウスがショック死する。 

２）照度の不足により、アルビノ系のマウスが網膜障害を起こすことがある。 

３）輸送途中の換気不全が原因で熱中症が起こることがある。 

４）密閉式の強制換気飼育装置では、フィルターの目づまり等により換気不全が起こる

ことがある。 
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４１．マウスの感染病とその説明の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 感染病 症   状 

１） センダイウ

イルス病 

主として感染動物の持ち込みや、ウイルスが付着した器具・器材ある

いは、ヒトを介した直接的接触により汚染が広がり、その伝播は急速

である。感染マウスでは立毛・円背・異常呼吸音・体重減少が見られ、

若齢マウス特に乳子は、感受性が高く死亡率も高いが、4～5週齢以上

のマウスでは死亡例はほとんどない。 

２） マウス肝炎

ウイルス病 

経口感染による 肝の巣状壊死・大腸炎・心筋炎等を伴う消化器病で

ある。マウス、ラット等のげっ歯類のみならずウサギ、イヌ、サル類

等でも感染・発症する。多くは不顕性感染であるが、まれに下痢・削

痩を呈し死亡することがある。コーチゾン投与や、X線照射等の実験

処置により顕性化することが知られている。 

３） 肺マイコプ

ラズマ病 

マウス・ラットの急性呼吸器病である。飛沫により気道感染し、長期

にわたり、上部気道から原因微生物が分離され、一般には顕性感染の

場合が多い。飼育環境のアンモニア濃度や他の呼吸器病原体の重複感

染により、水平伝播が起こりやすくなる。 

４） ティザー病 自然感染はマウスのみで起こる。伝播力は強いが、成熟マウスでは不

顕性感染に終始し発症することはほとんどない。したがって発見が遅

れることが多く、マウスで最も汚染率の高い微生物の 1つである。2

週齢頃までの幼若マウスでは、下痢を呈して死亡することがある。 

                                      

４２．図 1において、雌雄両性に見られる臓器の組み合わせとして、正しいのはどれか。 

 １）①③⑤⑦⑧ 

２）②④⑥⑧⑪ 

３）③④⑤⑥⑦ 

４）①②③④⑧ 

 

                                            

                       

  

 

 

 

４３．図 2．はマウスの妊娠中の子宮を模式的に示したものである。子宮動・静脈はどれ

か。 

 １）① 

 ２）② 

３）③ 

４）②と③ 

図 1. 

図 2.
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４４．下記の文中の括弧内に相当する適切な用語の組み合わせはどれか。 

  手術等の処置を行った動物の（A）を適切に行うことは、処置の影響から（B）をはか

り、動物に不必要な苦痛を与えないために重要である。（A）が確実に行われないと、最

悪の場合には動物が死亡することも考えられる。（C）には体温保持機能を（D）する作

用があり、手術時の（E）によっても（F）をきたす。 

１）A:術後管理 B:早期回復      C:麻酔薬  D:抑制 E:出血 

  F:体温低下 

２）A:栄養管理 B:安定離脱       C:鎮痛薬  D:亢進 E:疼痛 

F:体温上昇 

３）A:個体管理 B:ゆっくりとした回復 C:抗生物質 D:撹乱 E:作業時間 

 F:回復遅延 

４）A:体温管理 B:速やかな離脱    C:補液   D:刺激 E:室温 

 F:手術の失敗 

 

４５．下記の文中の括弧内に相当する適切な用語の組み合わせはどれか。 

手術直後のマウスは、保温プレートや加温ランプで温め、（A）麻酔から覚醒させるよ

うに努めるべきである。成熟マウスで（B）、新生子では（C）が適当であり、（D）にな

り過ぎてはかえって逆効果となる。（E）を床敷として入れたケージ内で覚醒させると、

マウスの目、鼻、口や傷口に床敷が吸着して好ましくない。（F）、あまり吸着性のない

材質のものを選ぶべきである。 

１）A:ゆっくりと   B:20～23℃ C:30～32℃ D:低温 E:滅菌したタオル 

 F:保温性がなく 

２）A:急速に     B:23～26℃ C:32～35℃ D:低温 E:紙製床敷 

F:保温性があり 

３）A:できるだけ早く B:26～27℃ C:32～35℃ D:高温 E：厚手のペーパータオル 

F:保温性がなく 

４）A:早期に     B:27～28℃ C:35～37℃ D:高温 E:木屑 

F:保温性があり 

 

４６．ラットに関する下記の記述のうち、正しいのはどれか。 

１）ラットに由来するティザー菌はマウスにも病原性があり、マウス由来菌と共通の抗

原性を持つ。 

２）HFRSでは、唾液、糞便、尿中に排出されたウイルスが、ラット間およびラットから

ヒトへの伝播源になることはない。 

３）ラットにおける食糞は生得的行動であり、ケージに落ちた糞を、前肢で拾って口に

運ぶ。 

４）Gunnラットは、生後 2年くらいから高ビリルビン血症を呈し、その後、1～2週間

で神経症状を呈する。 

 




